
１級港湾保安管理士資格認定試験申請書類記入時の注意点 
 
「受験手続案内」を熟読の上ご記入、提出下さい。（各様式の他、写真の同封も必要です。） 
 
１（１号様式）受験願書提出用送付状 
① 申込み年月日はポスト投函日を記載して下さい。受領後、日本港湾協会より願書受付日

を e-mail 又はＦＡＸにて連絡します。 
 
２（２号様式）受験願書 
① 受付番号 

ホームページより「受験者登録フォーム」を送信した際、自動返信されたメールに記載

されている受付番号を記入して下さい。 
② 生年月日欄 
 西暦で記入してください。 
③ 性別欄 
 男女の別を記入してください。 
④ 現に従事している職務の状況欄 
 勤務先の名称、所属（部局、課、係）を記入する。 
２級港湾保安管理士の資格を有していない者は、受験者が現に携わっている港湾の管理・

運営業務内容とその職名を記入し、港湾の管理・運営業務に就任が予定されている場合は、

担当する管理・運営業務内容を記入し、職名欄に職名（現職名）を記入する。 
⑤ 「港湾施設保安職員講習」受講実績のある者欄 
 ・受講した講習の開催回、受講した時期欄 
  「港湾施設保安職員講習」の開催回とその時期を記入する。 
⑥ ２級港湾保安管理士資格の有無欄 

・有り、なし いずれかを丸で囲む。有り の場合登録番号を記入する。 
 
３（３号様式）受験資格調書 
① 受験資格要件とした項目を選んでください。 

  
４（４号様式）業務経歴調書 ①又は➁  
① 港湾の管理・運営業務経歴書 
ア  港湾の管理・運営の職務内容欄 
「受験手続案内」１．１級港湾保安管理士資格認定試験受験資格に示す業務に該当する

ものとする。 
業務経歴書には古い年次から該当する経歴はすべて記入する。なお、業務従事期間は



西暦で記入してください。 
 イ かかわった主な対象施設名欄 
  ○○港○○埠頭等、港湾の管理・運営業務を実施した具体の施設名を記入する。 
 ウ 従事した機関名欄 
  港湾の管理・運営業務に従事した時点における所属組織名、所属部署名を記入する。 
 エ 従事期間における役職名欄 
  前項の期間における役職名を記入する。 
 
② 防災等の危機管理業務経歴書 
（港湾の管理・運営業務の経験がなく、防災等危機管理業務の経験を受験資格に適用する受

験者が使用する様式） 
 
ア 防災等の危機管理業務種別欄 
 港湾、海岸、河川、道路、急傾斜地、林道、農地、学校、病院、電気・水道・ガス、油流

出、地震、火災等の防災等危機管理業務の種別を記入する。 
イ 防災等の危機管理業務の職務内容欄 
 危機管理種別に記入した危機管理業務の危機管理体制における役割若しくは体制上の名

称（例：○○災害防止対策本部情報通信部長等）を記入する。 
ウ 従事した機関名欄 
 防災等危機管理業務に従事した時点における所属組織名、所属部署名を記入する。 
 
 
 
 
  



（１号様式）受験願書提出用送付状 
受 験 願 書 提 出 用 送 付 状 

 
申込年月日 受付日 

（日本港湾協会用） 
 
 
 
 

 
 

 
受

験

希

望

者 

氏名  
e-mail 又は Fax 宛先 
（部署名等） 

 

e-mail 又は Fax  

 
・本送付状に協会の受付日を記入して、願書の受け付け確認を e-mail 又は Fax します。 
必ず受験希望者の氏名、e-mail 又は Fax 番号を記入してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２号様式） 
 

 
１級港湾保安管理士資格認定試験受験願書 

        
資格認定機関 
 公益社団法人日本港湾協会 
   会長  殿 
 
 １級港湾保安管理士資格認定試験を受験したいので、関係書類を添えて申し込みます。 

令和  年  月  日 
フリガナ 

氏名（漢字） 

ローマ字 

 生年月日（西暦） 年齢 性別 

   

 

自 宅 住 所 

郵便番号  

住所  

電話番号  

FAX 番号  

現に従事している職務の状況 

勤務先名  

所属  

港湾の管理・運営業務 

内容 

 職名  

勤務先住所 〒 

勤務先電話番号  FAX 番号  

 

受講した「港湾施設保安職員講

習」（受講した場合） 

令和  年  月 第   回 備考  

２級港湾保安管理士資格の有無 有り なし     登録番号 

 

 
 
 

受付番号（８桁） 
 

※ 自動返信メールに記載されている 
受付番号を記載して下さい。 



 
（３号様式） 受験資格調書 
 
受験資格要件として次に示した各項目の中から受験者が該当するものについて末尾の□に

○印を記入する。 
（１． ２． ３． の中から１つ、１．の該当者は（１）の中から１つ、３．の該当者は

（１）及び（２）の中からそれぞれ１つずつ該当箇所を選択する。） 
 
１． ２級港湾保安管理士の資格保有者で、港湾の管理・運営業務経験１年以上□ 
 （１）実務経験の種類 
  「埠頭保安管理者」、「水域保安管理者」に関連する港湾管理・運営業務    □ 
  「埠頭保安従事者」、「水域保安従事者」の業務に関連する港湾管理・運営業務 □ 
   保安規程の承認、立入検査等国の業務に関連する管理・運営業務      □ 

  港湾法第１２条１項の内  
   ・港湾計画業務（１号）             □ 
   ・港湾区域及び港湾施設の維持業務（２号、４号） □ 
   ・港湾施設の運営業務（４号の２、５号）     □ 
   国、地方公共団体以外の者が管理している港湾の施設の維持管理及び運営業務 □ 
   
２． ２級港湾保安管理士の資格保有者で、防災等の危機管理業務経験２年以上  □ 
 
３．2 級港湾保安管理士の資格の非保有者で、港湾の保安業務に関連する管理・運営業務の

経験２年以上  □ 
 （１）実務経験の種類 
  「埠頭保安管理者」、「水域保安管理者」に関連する港湾管理・運営業務    □ 
  「埠頭保安従事者」、「水域保安従事者」の業務に関連する港湾管理・運営業務 □ 
   保安規程の承認、立入検査等国の業務に関連する管理・運営業務      □ 
   港湾法第１２条１項の内  
   ・港湾計画業務（１号）             □ 
   ・港湾区域及び港湾施設の維持業務（２号、４号） □ 
   ・港湾施設の運営業務（４号の２、５号）     □ 
  国、地方公共団体以外の者が管理している港湾の施設の維持管理及び運営業務 □ 
 
 （２）職務の現況 
  現に港湾の管理・運営業務に従事している   □ 
  近く港湾の管理・運営業務に従事予定である  □ 



 
（４号様式）業務経歴調書① 

港湾の管理・運営業務経歴書 
業務従事期間（西暦） 

年 月～ 年 月 

港湾の管理・運

営の職務内容 

かかわった主な 

対象施設名 

従事した機関名 従事期間における

役職 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

合計  年  月 
 
業務経歴記載事実を証明できる受験者所属機関の責任者 
責任者の所属部署名  
責任者の役職  
責任者の氏名  
責任者の連絡電話番号  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（４号様式）業務経歴調書➁ 
 

防災等の危機管理業務経歴書 
 
業務従事期間（西暦） 

年 月～ 年 月 

防災等の危機管理業

務の種別、職務内容 

かかわった主

な対象施設名 

従事した機関名 従事期間における

役職 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

合計  年  月 
 
業務経歴記載事実を証明できる受験者所属機関の責任者 
責任者の所属部署名  
責任者の役職  
責任者の氏名  
責任者の連絡電話番号  

 
 


